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年度末報告書（実⾏団体） 
 

● 提 出 ⽇ ： 2023 年 4 ⽉ 14 ⽇ 
● 事 業 名 ： コミュニティ型こどもホスピスの創造 
● 資⾦分配団体 ： 公益財団法⼈原⽥積善会 
● 実 ⾏ 団 体 ： 認定 NPO 法⼈ 横浜こどもホスピスプロジェクト 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】報告対象期間は 2022 年 9 ⽉〜2023 年 3 ⽉末 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成 
時期 

現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 

1-①-A：癒しの環境を
提供する 

・「うみとそらのお
うち」利⽤者延べ⼈
数 
 

・利⽤者数 300 ⼈ 
 

2024 年
3 ⽉ 

174 ⼈ 
（2021 年度からの累計 264 ⼈） 
・利⽤者からの紹介での利⽤希望が多い。利⽤ご
家族からの⼝コミ（SNS や顔⾒知り通しでの情報
共有など）で情報が広がっている。 

1 

1-①-A：癒しの環境を
提供する 

・環境づくりのワー
クショップ回数 

・ワークショップ回数 
3 回 
 

2024 年
3 ⽉ 

2 回 
（2021 年度から累計 7 回） 
・壁画ワークショップを 2021/11/7、お庭づくり
のワークショップを 2022/4/24、6/5、6/19、7/3、
11/20、2023/3/19 と季節ごとに開催した。地域の
個⼈や企業のボランティアが関⼼を持って関わ
っている。 

1 
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1-①-A：癒しの環境を
提供する 

・利⽤者の声 ・環境に対する肯定的
な反応 

2024 年
3 ⽉ 

利⽤者である⼦どもからは「また来たい」「帰りた
くない」「もっと遊びたい」といった声、両親や親
戚からは「あたたかい」「ほっとする」といった声
が、肯定的な反応として得られている。 
お庭に植えたたねダンゴの成⻑を楽しみにした
り、四季の移り変わりの実感などの⾔動が聞かれ
ることがある。 
⼦どもを亡くした家族からは、利⽤時の楽しかっ
た思い出に触れたいという思いから（壁にスタン
プされた⼿形や⾜形など）⽴ち寄られたり、⼤事
な記念⽇を過ごされたりという姿もみられてい
る。 

1 

1-①-B：地域社会との
つながりを感じられ
る環境を提供する 

・ボランティア登録
者数 

・年間登録者数の増加 
 

2024 年
3 ⽉ 

25 ⼈増加 
（累計 252 ⼈） 
・ホームページ上で必要とするボランティアの種
別（ハウスキープ、お庭、広報・PR、翻訳・通訳
など）を限定しての募集を⾏い、関⼼を持つ⽅か
らの問い合わせが常時に続いている。 

1 

1-①-B：地域社会との
つながりを感じられ
る環境を提供する 

・地域交流カフェ ・地域交流カフェ⽉ 1
回 

2024 年
3 ⽉ 

10 回 
（累計 13 回） 
・2021/11/28 に地域向け⾒学会（50 ⼈参加）、
2022/5/21、2023/2/18に移動図書館（各回 200 ⼈
ほど来場）、2022/9/4 にメリーゴーランド（261 ⼈
参加）、2022/11/23⼀周年記念写真展、2022/8/9、

1 
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9/13、10/18、11/15、12/20、1/17、2/21、3/21
にグリーフカフェを開催した。 
地域住⺠（移動図書館やメリーゴーランドは⼦ど
もを中⼼）に向けて、地域で活動する個⼈やグル
ープと協働して開催、グリーフカフェは同様の体
験（⼦どもを亡くす）をする仲間に向けての活動
として実施している。イベントへの参加を通し
て、こどもホスピスがどのような場所であるのか
を知ったという声が多く聞かれた 

1-②-A：LTCの⼦ども
と家族のニーズを把
握する 

・アセスメントツー
ルの使⽤⼈数 

・アセスメント使⽤⼈
数 50 ⼈ 

2024 年
3 ⽉ 

0 ⼈ 
・こどもホスピスの提供するケアサービスとし
て、アセスメントツールを⽤いてのニーズの把握
が適当であるのかをあらためて検討しながらツ
ールを開発しているところである 

3 

1-②-B：ニーズに応じ
たケア提供を家族と
共有しながら⾏う（直
接ケア・相談・調整） 

・ケア提供（直接ケ
ア/相談/調整など）
の回数 

・ケア提供回数 300
回 
 

2024 年
3 ⽉ 

174 回 
（累計 264 回） 
・ニーズの聴き取りを⾏い（利⽤前および利⽤を
通して）、それに応じたケア提供をしている 

1 

1-②-B：ニーズに応じ
たケア提供を家族と
共有しながら⾏う（直
接ケア・相談・調整） 

・アセスメントに基
づいて、利⽤者のニ
ーズを検討したカン
ファレンスの回数 

・各利⽤者に 1 回以上
はアセスメントおよ
びニーズを検討する
カンファレンスを開
催する 
 

・ 2024
年 3 ⽉ 

27 回 
（累計 52 回） 
・定期的にケアカンファレンスの⽇程を設けて実
施している 

2 
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2-①-A：現状を把握す
るための調査・分析を
⾏う（地域診断を⾏
う） 

・ステークホルダー
による地域の課題の
⾒解（課題の認識の
有無・述べられた課
題の内容） 
 

・地域の課題が抽出で
きる 
・地域診断の結果を報
告書にまとめる 

・ 2024
年 3 ⽉ 

⼩児緩和ケアネットワークカンファレンスとし
て、2021 年までは医療・教育・福祉の専⾨職者を
中⼼に集めてのカンファレンスを開催し、⼩児緩
和ケアの課題の抽出を⾏ってきた。2022 年度以降
は専⾨職者や専⾨機関に所属する⼈に限らず、
LTCの⼦どもや家族にかかわる地域で活動してい
る⼈やグループの参加を促し、より広い視点から
の情報を得られるよう展開してきた。そのことに
よって、多様な情報が得られたり、より内容を深
めることができた。 

2 

2-①-B：現状を地域コ
ミュニティと共有す
る 

・ワークショップの
開催回数 
 

・4 回/年 
 

・ 2024
年 3 ⽉ 

7 回 
・⼩児緩和ケアネットワークカンファレンスを年
間予定をもって開催し計画通りに進んでいる。 

2 

2-①-B：現状を地域コ
ミュニティと共有す
る 

・ワークショップの
参加者数 

・参加者数の増加 ・ 2024
年 3 ⽉ 

120 ⼈ 
・参加者数は各回でムラがあり、増加傾向ではな
いが、新型コロナ感染症拡⼤による臨床家の参加
の難しさや⼤⼈数が効果的ではないワークショ
ップ内容のため広報範囲の縮⼩など、参加者数の
動向は想定の範囲内である。 

2 

2-②-A：こどもホスピ
スの周知・広報活動を
⾏う 

・リーフレットの種
類 
 

・新たに 3種類作成 
 

・ 2024
年 3 ⽉ 

1種類（ご紹介チラシ） 
・2021 年度は、利⽤案内・おうちガイド・ご⽀援
のかたち簡易版を作成した。2022 年度より⽀援者
向けリーフレットを作成中 
・計画通りに着⼿できている 

1 
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2-②-A：こどもホスピ
スの周知・広報活動を
⾏う 

・動画作成本数 ・新たに 3本作成 
 

・ 2024
年 3 ⽉ 

0本 
・2021 年度までに、開所までの軌跡（⽇本語版・
英語版）・おうち紹介動画 2本）を作成済み。2022
年度より、利⽤紹介動画を作成中である。計画以
上の進捗である 

1 

2-②-A：こどもホスピ
スの周知・広報活動を
⾏う 

・施設⾒学（内覧会
含む）の開催回数 

・1 回/⽉ ・ 2024
年 3 ⽉ 

70 回（⾒学者数 966 名） 
・新型コロナ感染症の拡⼤状況に応じて（まん防
など）、⾒学対応は中⽌をしていた期間があった
にも限らず、想定以上の⾒学希望者数であった。
開所より各種メディアに取り上げてもらったこ
ともあり、効果的な周知・広報ができた。 

1 

2-②-B：地域リソース
の情報が集まる仕組
み・他のリソースへの
連携の仕組みを作る 

・関係機関からの紹
介件数 
 

・関連機関からの紹介
件数が増加する 
 

・ 2024
年 3 ⽉ 

6件 
・地域の医療機関の担当医や⼩児がん相談室から
の紹介で、紹介件数は、増加している。利⽤して
いる⼦どもや家族の反応を医療者が聞くことで
の理解やイメージが深まり紹介につながってい
るよう。 

2 

2-②-B：地域リソース
の情報が集まる仕組
み・他のリソースへの
連携の仕組みを作る 

・地域ネットワーク
に関する話し合いの
数 

・1 回/⽉ 
 

・ 2024
年 3 ⽉ 

1 回/⽉程度 
・⼩児緩和ケアネットワークカンファレンスのコ
アメンバー会議を 2021 年 7 ⽉より 1 回/⽉程度開
催し計画通りに進んでいる。 

2 
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2-②-B：地域リソース
の情報が集まる仕組
み・他のリソースへの
連携の仕組みを作る 

・地域リソースとの
協働によるワークシ
ョップの開催 

・2 回/年 ・ 2024
年 3 ⽉ 

7 回 
・地域の⼤学病院と⼩児専⾨病院と協⼒して⼩児
緩和ケアネットワークカンファレンスを開催し
計画通りに進んでいる。 

2 

 
＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 

2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 

3. (任意）活動に関する報告 
 

 
②  広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 

þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している þイベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 

 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等）  
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【横浜こどもホスピスの実際の利⽤に関連した報道】 
� 2022 年 9 ⽉ 6 ⽇（⽕）⽇経新聞社 「医療・健康 向き合う」（連載：第 4 回）  
� 2022 年 9 ⽉ 7 ⽇（⽔）朝⽇新聞社 https://www.asahi.com/articles/ASQ967HPBQ95ULOB01Z.html?iref=pc_photo_gallery_breadcrumb 
� 2022 年 9 ⽉ 29 ⽇（⽊）21:30〜 テレビ神奈川「News Link」 
� 2022 年 10 ⽉ 15 ⽇（⼟）朝⽇新聞社（県版） 
� 2022 年 10 ⽉ 31 ⽇（⽉）the Japan Times https://www.japantimes.co.jp/community/2022/10/31/issues/yamathoners-take-streets-
tokyo/?fbclid=IwAR1ieLwIMYlLzPpKmUy_N87-jipbj6bk8GqWDiwFCRUoPO29kIJgAoWifgQ 

� 2022 年 11 ⽉ 21 ⽇（⽉）朝⽇新聞社（デジタル版）https://digital.asahi.com/articles/ASQCF62BWQBWULOB00P.html?iref=pc_ss_date_article 
� 2022 年 11 ⽉ 22 ⽇（⽕）朝⽇新聞社（県版）https://digital.asahi.com/articles/ASQCF648DQC9ULOB007.html?iref=pc_ss_date_article" 
� 2022 年 12 ⽉ 28⽇(⽔)  朝⽇新聞社（全国・⼣刊）https://www.asahi.com/articles/ASQDV4CLJQDLUQIP09V.html 
� 2023 年 1 ⽉ 8⽇（⽇）22:19〜 TBS 「Seeder〜笑顔のタネをまく⼈〜」https://youtu.be/oEK_KbRhzqk 
� 2023 年 2 ⽉ 18⽇(⼟) 20:00〜20:50 NHKBS1「いのち輝く 横浜こどもホスピス開設から 1 年」  
� 2023 年 2 ⽉ 25 ⽇(⼟)11:00〜11:50 NHKBS1「いのち輝く 横浜こどもホスピス開設から 1 年」（再放送）  
� 2023 年 2 ⽉ 26 ⽇ (⽇ )17:00 〜 17:30  BS テレ東「 ま たきて も い い？も うひとつの お う ち “こ ど も ホ ス ピ ス ”」 
https://www.youtube.com/watch?v=EyDgp_QG5AM 

 
2.広報制作物等 
 【動画】 
� 2022 年 2 ⽉に YouTubeにアップ 

「横浜こどもホスピス〜うみとそらのおうちができるまで」 
https://youtu.be/iS4_xI2fFxU 
（短縮版）https://youtu.be/s3Fiqr2EXcY 

� 2022 年 2 ⽉に YouTubeにアップ（上記の英語版） 
https://youtu.be/NO75CKJL3Vs 
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【リーフレット等】 
� 2021 年 7 ⽉発⾏「ニュースレター」 
� 2021 年 11 ⽉制作「おうちガイドマップ」1000部 
https://childrenshospice.yokohama/user/media/yokohosu/page/ych/institution/guide_01.pdf 

� 2021 年 11 ⽉制作「利⽤案内」1000部 
� 2021 年 12 ⽉制作「ご⽀援のかたち」 
� 2022 年 4 ⽉制作 こどもホスピスチラシ 

 
2.広報制作物等 

� 2022 年 10 ⽉制作 「パネル」 
� 2021 年 7 ⽉発⾏「ニュースレター」 
https://childrenshospice.yokohama/user/media/yokohosu/page/about/outline/pdf/kaiho/Activity-Report-No7.pdf 

� 2021 年 12 ⽉発⾏「ニュースレター」 
https://childrenshospice.yokohama/user/media/yokohosu/page/about/outline/pdf/kaiho/Activity-Report-No8.pdf 

� 2022 年 7 ⽉発⾏「ニュースレター」 
https://childrenshospice.yokohama/user/media/yokohosu/page/about/outline/pdf/kaiho/Activity-Report-No9.pdf 

� 2022 年 12 ⽉発⾏「ニュースレター」 
https://childrenshospice.yokohama/user/media/yokohosu/page/about/outline/pdf/kaiho/Activity-Report-No10.pdf 

 
3.報告書等 

 なし 
 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
 
添付資料  活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
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④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 
☐完了  þ整備中 

 
2. 整備が完了した規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。 

þ全て公開した ☐⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 

 
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 

 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
2. 内部通報制度は整備されていますか。 

☐はい  þいいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：☐内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIA の窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 
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þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 

þ内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 

 
 


